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The residents in the Kaya historic district of Kyoto Prefecture made plans of the disaster-mitigation activity in 
cooperation with citizens`organizations.The policies were decided for practicing the continuous disaster-mitigation 
activity in historical district in March 2012 in Kaya. They include the opinions of  residents. Although the fact was 
shown that part of the plan is not promoted enough, by the research for estimation.Therefore, both of mapping 
workshop and on-site workshop were held for promoting 6 elements of disaster mitigation activities which were not 
implemented enough. With these outcomes, adeguate activitity policies were found from guestionair research for 
residents and site investigation after the workshops. 
  












 背景より、平成 2010 年 9 月に西尾ら 1)によって行われた災害図上訓練の結果から、洪水と地震火災に対
して組織の連携を活かした防災活動が必要であることが明らかになったが、大規模災害時の各組織間の連携
を活かした体制が未だ整えられてはいない事を受け、2011 年 9 月に田原ら 2)によって、計画を実践する住
民の方の視点を取り入れたうえで、組織間の連携を考慮した 13 の防災活動指針（指針）作成に向けて、発




いてアンケートを実施し、ワークショップで扱う 6 項目の防災活動指針（表 1）が抽出された。この 6 項目
の防災活動指針について 2012 年 9 月には 6 項目の防災活動指針を推進するための計画を立てるワークショ



















(1)手法                            表2 ワークショップ概要 
6 つの防災活動指針の課題と対策案の抽出に向け「災害図
上訓練」と「ポストイットワークショップ補注 1」に分けてワ






















図 1 ワークショップの実施手順 
日時 2013 年 9 月 29 日（日） 
場所 加悦地区公民館 
参加人数 16 人(住民の方 9 名、与謝野町行政様 4


















                
② 出火地点から最寄りの水源から半径 6cm（初期消火
に有効なバケツリレーの最長距離 60 ｍを想定した）の
円で囲んだ          
③ 円の範囲内に丸い白紙を設置する。 
               
④ 各設置した白紙を用いて最寄りの取水地点（川・井
戸）から出火地点までバケツリレーの要領で並べる。 








         
②木片の部分は地震で建物が崩れて道が封鎖し
た部分であると想定する(通れない道を×印で
表す)     
   
③②の場合に自宅からどのように避難するか検
討する。→臨時の避難可能ルートの記入 







         
②項目に対して課題点を赤い付
箋に記入して頂く 
         
③課題点に対しての対策案を青
い付箋に記入して頂く     






 座学の結果による現状の課題点と対策案は以下のようになる。（表 3） 
表 3 防災学習会（座学）による防災活動指針の実行における課題と対策案 
防災活動指針 指針を実行・実践する上での課題 対策案 
①班単位で要援護者を把握す
る 









































































































                               図 2 防災まち歩きの散策ルート 











消火器の所有状況についてヒアリングした結果、配置場所を答えてくれた人が 3 人おり、そのうち玄関 1






日時 2013 年 11 月 10 日（日）10：45～11:35 
出発位置 旧尾藤家前 





































































 (1) 調査内容 
 調査内容を 6項目の防災活動指針毎に以下にまとめた（表 6） 
表 6 現地調査と住民アンケート調査内容について 
防災活動指針 調査内容（調査方法） 

































































また座学と実学の 2 回のワークショップの結果を基に、アンケートと追加現地調査を行い、6 項目の防災
活動指針の実施に向けた課題と対策の再確認を行った。この結果ワークショップに参加していない住民の意
見が抽出する事ができ、提案された対策についてもその実現可能性を確認する事ができた。 
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